
本校でも、新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ A・B、溶連菌感染症、感染性胃腸炎、ア

デノウィルス感染症、ヘルパンギーナなど、様々な感染症に罹患する児童が出ています。 

その中でも、第 10波と言われる新型コロナウイルス感染症が増加傾向ですので、気を引き締めて

感染予防に取り組みましょう。以前コロナに罹患していても、再度かかる子も出てきています。 

免疫力が低下していると、感染症に繰り返しかかってしまう可能性がありますので、よく食べてよ

く寝て、どんなウイルスにも負けない健康な体をつくっておきましょう。 
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 12 月の「人権週間」に合わせて、保健委員会の
児童が、言われて嬉しかった「ふわふわ言葉」と悲
しかった「ちくちく言葉」を募集し、掲示をしてい
ます。 
 言葉はとても大事です。人を励ましたり元気づけ
たりする原動力になることもあれば、人を傷つける
凶器になることもあります。 
 紫原小が、ふわふわ言葉でいっぱいの学校になる
よう、保健委員会の子供たちも頑張っています。 
 

チクチク言葉 
 

こんな言葉は人を傷つけます。
心当たりはありませんか？ 

 

１年生の男の子がけがをして保健室に来ました。その子
のけがの処置をしていると、付き添いできてくれた同じク
ラスの女の子が、その子に「痛かったね、がまんして偉か
ったね。」と頭をよしよし・・・笑 とってもほほえまし
い瞬間でした。まさしく手を当てて癒してあげる「手当て」
です。男の子の嬉しそうな顔を見て、私も初心を思い 
出しました。素敵なシーンでした。 
 

 

ばか あほ 死ね ダサッ 

  じゃま 大きらい 殺す 

    キモッ  

 

寒くなると、ポケットに手を入れたり
姿勢が悪くなったりしがちです。 
  転んだ時に手を付けず、大きなけが
につながるためとても危険です。 
 手袋等を活用し、寒いときこそ良い姿
勢を心がけて過ごすようにしましょう。 

 


